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doi: 10.1016/j.radonc.2023.109630.  (IF: 4.9)
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Nakaichi T, Okamoto H, Kon M, Takaso K, Aikawa A, Nakamura S, Ijima K, Chiba T, Nakayama H, Takemori M, Mikasa
S, Fujii K, Urago Y, Goka T, Shimizu Y, Igaki H.: Commissioning and performance evaluation of commercially available
mobile imager for image guided total body irradiation. J Appl Clin Med Phys. 24(4): e13865,2023. doi:
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(IF: 1.9)
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尾見 康夫, 桐田 圭輔, 香川 洋輔, 高橋 真理, 後藤 功一：AI-assisted benign and malignant classification for Rapid On-
Site cytologic Evaluation(ROSE) on lung cancer. 日本医用画像工学会大会予稿集 42: 159-160, 2023.

笹本 磨央, 酒井 徹也, 大井 肇, 池田 喬哉, 湯田 淳一朗, 後藤 功一：免疫性血小板減少性紫斑病をきたした進展型

小細胞肺癌の1例. 日本呼吸器学会誌 12(1): 44-49, 2023.

田中 悠, 善家 義貴, 後藤 功一, 坪井 正博：【外科医によるこれからの癌薬物療法-最新知識と安全で効果的な遂行

のコツ-】肺癌における周術期薬物療法. 日本外科学会雑誌 124(5): 422-430, 2023.

泉 大樹, 松本 慎吾, 葉 清隆, 小林 進, 後藤 功一：【がん遺伝子の発見は現代医療を進歩させたか】がん遺伝子研

究の新しい展開　肺がんの新規ドライバー遺伝子"CLIP1-LTK". 生体の科学 74(4): 306-311, 2023.

後藤 功一, 松本 慎吾, 泉 大樹：【肺癌診療の進歩】進行非小細胞肺癌における個別化医療の確立を目指した遺伝

子検査の進歩. 日本内科学会雑誌 112(6): 945-954, 2023.
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

後藤功一・教授 評議員 日本癌学会

0 1 33 2 9 30

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

後藤功一・教授 バイオマーカー委員会 日本肺癌学会

井垣　浩・教授 理事長 日本中性子捕捉療法学会

井垣　浩・教授 理事 日本放射線腫瘍学会

井垣　浩・教授 ガイドライン委員長 日本放射線腫瘍学会

後藤功一・教授 薬事・食品衛生審議会臨時委員 厚生労働省

後藤功一・教授 Associate Editor Cancer Science

後藤功一・教授 評議員 日本肺癌学会

井垣　浩・教授 関西BNCT共同医療センター　運営委員 大阪医科薬科大学

井垣　浩・教授 代議員 日本放射線腫瘍学会

井垣　浩・教授 代議員 日本医学放射線学会

井垣　浩・教授 世話人 ニューロ・オンコロジィの会

井垣　浩・教授 世話人 日本定位放射線治療学会

井垣　浩・教授 世話人 日本放射線外科学会

後藤功一・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
「進展型小細胞肺癌に対する新たな治療開発
を目指した研究」

後藤功一・教授
国立研究開発法人国立がん研究
センター

代表

運営費交付金国立がん研究センター研究開発
費
「アジアにおける国際的遺伝子スクリーニン
グ及び個別化治療開発基盤の構築」

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表
革新的がん医療実用化研究事業
前立腺癌に対するMR画像誘導即時適応定位放
射線治療の臨床応用を目指す研究

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

革新的がん医療実用化研究事業
可及的摘出術が行われた初発膠芽腫に対する
カルムスチン脳内留置用剤を用いた標準治療
確立に関する研究

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

日本学術振興会 分担
国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B))
国際標準計測機器による各国のBNCT装置の中
性子ビームの測定と国際比較評価

研　究　題　目

後藤功一・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

革新的がん医療実用化研究事業
「肺がん等の全ゲノム配列データおよび臨床
情報等の収集と解析に基づく創薬等のイノ
ベーションの創出のための基盤研究」

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

医薬品等規制調和・評価研究事業
ホウ素中性子捕捉療法用中性子照射装置の中
性子ビーム特性評価の標準化に関する研究開
発

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
高齢者初発膠芽腫に対するテモゾロミド併用
寡分割放射線治療の最適化に関する研究

井垣　浩・教授 厚生労働省 分担
がん対策推進総合研究事業
放射線療法の提供体制構築に資する研究

井垣　浩・教授
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後藤功一・教授 バイエル薬品株式会社
LC-SCRUM-Support：臨床試験情報の患者提供システムを
活用し、治験への登録を推進し、個別化医療の確立を目
指す研究

後藤功一・教授 株式会社理研ジェネシス
細胞診検体を用いたマルチ遺伝子診断法の確立と臨床応
用を目指した研究

井垣　浩・教授 日本学術振興会

後藤功一・教授 Lunit Inc.

【Annexure B】The retrospective study of evaluation
of PD-L1 Immunostaining by Histopathological Image
Analysis Using Artificial Intelligence (AI) in LC-
SCRUM-IBIS

後藤功一・教授 GUARDANT HEALTH AMEA, INC.

Lung Cancer Genomic Screening Project for
Neoadjuvant and Adjuvant setting Molecular
Targeted Therapy in Early-Stage Non-Small Cell Lung
Cancer and the Assessment of monitoring Minimal
Residual Disease (LC-SCRUM-Advantage/MRD)

後藤功一・教授 大鵬薬品工業株式会社
非小細胞肺癌における薬物治療耐性後の個別化医療の確
立を目指した、遺伝子スクリーニングとモニタリングの
ための多施設共同前向き観察研究：LC-SCRUM-TRY

後藤功一・教授 Lunit Inc.

【Annexure A】The prospective observational study
of evaluation of PD-L1 Immunostaining by
Histopathological Image Analysis Using Artificial
Intelligence (AI) in LC-SCRUM-Advantage

後藤功一・教授 中外製薬株式会社
早期非小細胞肺癌における周術期個別化医療の確立を目
指した、遺伝子スクリーニングとモニタリングのための
多施設共同前向き観察研究（LC-SCRUM-Advantage/MRD）

後藤功一・教授 大鵬薬品工業株式会社
LC-SCRUM-Support：臨床試験情報の患者提供システムを
活用し、治験への登録を推進し、個別化医療の確立を目
指す研究

井垣　浩・教授 エレクタ株式会社
前立腺癌に対する高線量率組織内照射単独療法の多施設
共同臨床試験

後藤功一・教授

小野薬品工業(株)、日本ベーリ
ンガーインゲルハイム(株)、中
外製薬(株)、武田薬品工業
(株)、(株)医学生物学研究所、
大鵬薬品工業(株)、第一三共
(株)、エーザイ(株)、協和キリ
ン(株)、大日本住友ファーマ
(株)、Amgen Inc、MSD(株)、日
本イーライリリー（株）、バイ
エル薬品（株）、Merus、ファイ
ザー（株）ノバルティスファー
マ（株）、アストラゼネカ
（株）、アッヴィ合同会社、ブ
リストルマイヤーズスクイブ
（株）

SCRUM-Japanに基づく遺伝子変異スクリーニングに関する
共同研究（４期）

井垣　浩・教授
株式会社CICS/ ステラファーマ
株式会社

切除不能な血管肉腫を対象としたCICS-1とSPM-011を用い
たホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の第Ⅱ相臨床試験

分担
基盤研究(B)(一般)
多発転移性腎癌におけるニボルマブと放射線
治療の相乗効果を検証する無作為比較試験

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
造影病変全切除可能な初発膠芽腫に対する標
準的手術法確立に関する研究

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
難治性悪性脳腫瘍の中性子捕捉療法薬剤の開
発
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

 特筆すべき事項

井垣　浩・教授
ステラファーマ株式会社/株式会
社CICS/住友重機械工業株式会社

標準治療困難かつ切除不能な再発の胸部固形悪性腫瘍患
者に対するCICS-1とSPM-011 のホウ素中性子捕捉療法
（BNCT）の第I/II相バスケット試験

井垣　浩・教授 エレクタ株式会社
Patient Monitoring application “Kaiku”を用いた予
後フォローアップおよびその有用性

ポスター賞
日本患者由来がんモデル
学会

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

井垣　浩・教授 非常勤講師（中性子医療コース） 岡山大学大学院

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

隆起性皮膚線維肉腫の薬剤探
索に向けた患者由来細胞株の
樹立と応用

希少がん研究分野では、希少がんの臨床に役立つ成果を目指した基礎研究が行われています。我々の研究があっ
てよかったと、いつの日か患者さん、医療従事者の方、そして世界中の方々に思っていただけるような研究成果
を目指しています。

中野愛里．長崎大学卓越大学院プログラム、Analysis of the role of p53-PAD7-YAP/TAZ pathway in deciding
cell fate and oncogenesis of hepatocarcinoma. ２０２３年１０月採択
中野愛里．公益財団法人双葉電子記念財団奨学会の給付型奨学金に２０２３年９月に採択されたが、上の長崎大
学卓越大学院の給付金との併用不可のため辞退。

後藤功一・教授 執筆
読売新聞
（土曜夕刊医療
面）

2023年4月1日
一般読者に向けがんの医療現
場の現状などを分かりやすく
提供

小野拓也 大学院生
長崎大学令和4年度長崎大学学長
賞

長崎大学
がん微小環境再現に向けた新
規培養系の構築

小野拓也 大学院生 一般演題優秀賞
第74回日本電気泳動学会
学術大会

線維肉腫様の隆起性皮膚線維
肉腫の治療法開発に向けての
患者由来細胞株を用いた研究

小野拓也 大学院生 Presentation Award
Human Proteome
Organization

Proteomic analysis to
identify the molecular
differences between
dermatofibrosarcoma
protuberans and
fibrosarcomatous
dermatofibrosarcoma
protuberans

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

小野拓也 大学院生
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